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本
稿
で
は
、
岡
山
の
被
差
別
部
落
・
竹
田
村
と
、
ア
メ
リ
カ
の

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
団
体
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

ン
・
ボ
ー
ド
（
シ
日
の
Ｈ
－
８
ｐ
ｍ
８
ａ
ｏ
席
○
○
日
目
の
印
一
目
の
Ｈ
ｍ
３
Ｈ
『
○
門
‐

研
究
ノ
１
ト

岡
山
の
被
差
別
部
落
で
あ
る
竹
田
村
で
、
一
九
世
紀
後
半
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
団
体
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
が
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
活
動

を
行
っ
て
い
た
史
実
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
手
に
よ
る
、
串
」

れ
ま
で
未
発
表
の
報
告
書
を
用
い
る
。
報
告
書
に
は
、
竹
田
村
で
ど
の
よ
う
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
か
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
が
そ

の
使
信
と
し
て
持
つ
「
兄
弟
愛
の
原
理
」
が
、
被
差
別
部
落
の
人
び
と
を
引
き
つ
け
た
様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

要
約

は
じ
め
に

岡
山
の
被
差
別
部
落
と
キ
リ
ス
ト
教

’
九
世
紀
後
半
か
ら
二
○
世
紀
初
頭
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
と
岡
山
基
督
教
会
の
活
動
Ｉ

、
曾
冨
⑩
、
一
・
局
以
下
ボ
ー
ド
）
、
ま
た
そ
の
宣
教
に
よ
っ
て
成
立

し
た
日
本
組
合
教
会
岡
山
基
督
教
会
（
現
在
の
日
本
基
督
教
団
岡

（
１
）
 

山
教
会
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
探
る
。
既
に
、
隅
谷
一
二
喜
男
氏
、

守
屋
茂
氏
、
竹
中
正
夫
氏
、
工
藤
英
一
氏
各
氏
の
先
駆
的
な
研
究

に
よ
っ
て
、
こ
の
史
実
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
竹
中

氏
は
、
ボ
ー
ド
の
宣
教
師
が
作
成
し
た
年
次
報
告
を
使
用
し
て
、

友
寄
景
方
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6２ 

明
治
維
新
以
降
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
の
な
か
で
、

岡
山
に
お
い
て
宣
教
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
、
ボ
ー
ド
で
、
そ
の

端
緒
は
、
一
八
七
五
年
に
岡
山
を
訪
問
し
た
ボ
ー
ド
宣
教
師
の

Ｗ
・
テ
イ
ラ
ー
で
あ
る
。
そ
の
後
、
’
八
七
七
年
か
ら
、
神
戸
、

京
都
よ
り
、
宣
教
師
で
あ
る
Ｊ
・
Ｌ
・
ア
ッ
キ
ン
ソ
ン
、
Ｊ
・
Ｅ
・

ダ
ッ
ド
リ
ー
、
Ｍ
・
Ｊ
・
バ
ロ
ー
ス
や
、
同
志
社
の
神
学
生
で
あ

っ
た
金
森
通
倫
ら
に
よ
る
本
格
的
で
は
あ
る
が
、
短
期
滞
在
・
訪

問
型
の
伝
道
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
上
で
、
’
八
七
九
年
四

月
に
は
、
ボ
ー
ド
の
岡
山
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置

さ
れ
た
。
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
医
師
で
あ

る
Ｊ
・
Ｃ
・
ペ
リ
ー
夫
妻
、
Ｏ
・
ケ
リ
ー
夫
妻
、
Ｊ
・
Ｈ
・
ペ
テ

ィ
夫
妻
、
Ｊ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
派
遣
さ
れ
、
同
年
六
月
に
は
、
金

（
２
）
 

こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
現
在
ま
で
未
発
表
で
あ
る
ボ
ー
ド
の
宣
教
師
で
あ

っ
た
Ｏ
・
ケ
リ
ー
（
○
房
ｏ
ｍ
ｇ
・
］
忠
］
‐
」
田
口
）
が
書
い
た
一
八

八
一
年
の
「
岡
山
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
第
三
回
年
次
報
告
」
か
ら
一
八

（
３
）
 

八
四
年
の
「
岡
山
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
第
六
回
年
次
報
告
」
を
軸
に
－
し

て
、
日
本
で
の
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
キ
リ
ス
ト
教
の
週
刊
新
聞

（
４
）
 

『
七
一
雑
報
』
な
ど
の
史
料
か
ら
、
そ
の
関
係
●
季
」
概
観
す
る
。

一
ボ
ー
ド
の
活
動
と
岡
山
基
督
教
会
の
設
立

森
通
倫
も
岡
山
で
の
伝
道
に
加
わ
っ
た
。
そ
し
て
一
八
八
○
年
一

○
月
一
一
一
一
日
に
、
一
一
一
三
人
の
信
徒
に
よ
り
、
岡
山
基
督
教
会
が
設

一
５
」

立
さ
れ
、
金
森
が
初
代
の
牧
師
に
就
任
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
竹
田
村
に
関
す
る
最
も
早
い
報
道
は
、
中
国
・
四

国
地
方
で
の
伝
道
を
報
じ
た
『
七
一
雑
報
』
三
巻
一
一
三
号
（
一
八

七
八
年
六
月
七
日
）
に
見
ら
れ
る
。
’
八
七
八
年
五
月
「
四
日
ハ

午
後
二
時
ご
ろ
よ
り
中
川
氏
同
道
に
て
当
所
を
雛
る
、
事
十
五
六

町
東
北
に
竹
田
村
と
唱
る
新
平
民
の
村
あ
り
此
村
に
行
し
が
此
地

の
実
況
を
見
聞
す
る
に
隣
村
に
尋
常
平
民
の
村
あ
り
て
互
に
両
村

の
得
失
を
図
り
且
ハ
交
誼
を
篤
く
せ
ん
と
竹
田
村
に
会
議
所
を
設

立
せ
し
に
旧
平
民
は
柳
さ
か
嫌
忌
の
心
な
く
新
民
と
集
会
し
て
両

村
に
関
係
す
る
農
の
事
務
を
協
議
し
互
い
に
村
内
の
利
益
を
論
じ

加
之
開
化
に
着
目
し
自
由
の
理
を
述
べ
近
頃
中
川
氏
社
中
の
演
説

を
此
集
会
所
に
設
く
と
い
ふ
。
今
会
場
を
見
る
に
旧
民
ハ
新
民
に

対
し
て
侮
ら
ず
新
民
ハ
謙
遜
し
て
席
を
ゆ
づ
る
等
其
情
義
未
だ
他

（
マ
マ
｜
｜

に
列
を
開
ず
即
ハ
ち
感
じ
て
約
翰
伝
一
章
十
二
十
一
二
節
を
説
明
す

後
席
ハ
教
師
の
講
義
に
て
聴
聞
人
の
満
面
に
感
じ
た
る
様
を
あ
ら

は
す
に
至
る
凡
て
此
村
の
男
子
の
容
儀
を
見
る
に
実
に
従
前
械
多

と
唱
ふ
る
鄙
態
を
蝉
脱
せ
る
も
の
と
見
へ
た
り
」
。

こ
こ
で
、
読
ま
れ
た
「
約
翰
伝
」
、
つ
ま
り
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福

音
書
の
第
一
章
一
二
節
と
一
三
節
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
と
ば

「
し
か
し
、
一
一
一
一
口
は
、
自
分
を
受
け
入
れ
た
人
、
そ
の
名
を
信
じ
る
人
々
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を
い
た
さ
れ
日
曜
日
毎
に
ハ
竹
田
村
に
て
説
教
き
る
、
が
聴
聞
人

も
多
く
追
々
盛
な
る
由
該
地
よ
り
報
」
（
『
七
一
雑
報
』
三
巻
三
九

号
〔
’
八
七
八
年
九
月
二
七
日
〕
）
と
、
継
続
さ
れ
て
い
た
。
同
年

末
の
『
七
一
雑
報
』
三
巻
五
一
一
一
号
（
一
八
七
八
年
一
一
一
月
二
七
日
）
は
、

に
は
神
の
子
と
な
る
資
格
を
与
え
た
。
こ
の
人
々
は
、
血
に
よ
っ

て
で
は
な
く
、
肉
の
欲
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
人
の
欲
に
よ
っ
て

で
も
な
く
、
神
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
」
（
『
新
共
同
訳
聖
書
』

日
本
聖
書
協
会
、
’
九
八
七
年
）
。

同
年
夏
の
「
先
頃
伝
道
の
為
備
前
の
岡
山
へ
行
れ
し
金
森
氏
」

（
『
七
一
雑
報
』
三
巻
一
一
一
六
号
〔
一
八
七
八
年
九
月
六
日
〕
）
、
つ
ま
り

金
森
通
倫
の
活
動
に
関
す
る
記
事
で
も
、
竹
田
村
は
宣
教
の
対
象

地
と
な
っ
て
い
た
。
「
岡
山
を
去
る
十
二
三
丁
程
の
所
に
竹
田
村

■
 

と
云
村
あ
り
新
平
民
の
住
む
処
な
り
初
に
ハ
ア
ッ
キ
ン
ソ
ン
氏
力

行
き
其
後
ハ
岡
山
よ
り
一
二
の
信
者
が
安
息
日
毎
に
道
の
話
に
ゆ

き
ゐ
た
り
し
が
金
森
氏
出
張
後
ハ
水
曜
日
曜
の
両
日
に
説
教
に
行

や
め
（
マ
マ
）

れ
し
所
ま
す
ノ
ー
信
者
も
増
し
酒
煙
草
を
廃
止
て
神
に
使
え
ん
と

す
る
人
七
八
人
も
有
り
其
他
志
の
あ
る
人
も
多
く
説
教
の
時
に
集

ま
る
人
ハ
四
五
十
人
よ
り
百
人
に
至
れ
り
と
」
と
、
竹
田
村
で
の

集
会
が
盛
況
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
宣
教
活
動
は
、
金
森
通
倫
が
去
っ
た
後
も
、
「
備
前
の
岡

山
に
て
ハ
毎
火
曜
日
山
下
久
治
氏
の
宅
に
て
長
田
時
行
氏
道
の
説

八
七
八
年
の
全
国
各
地
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
を
回
顧
す
る
記
事

三
巻
三
九

迄
。
同
年

の
な
か
で
、
「
備
前
ハ
岡
山
に
既
に
数
名
の
信
者
あ
り
道
を
講
ず

（
マ
マ
〉

近
傍
竹
田
村
も
同
段
な
り
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

つ
い
で
『
七
一
雑
報
』
四
巻
一
七
号
（
一
八
七
九
年
四
月
二
五
日
）

は
、
「
竹
田
村
も
相
か
は
ら
ず
安
息
日
の
夜
ご
と
に
ハ
岡
山
よ
り

一
二
の
信
者
行
て
伝
道
す
る
こ
と
な
る
が
是
ま
た
追
々
盛
ん
な
り

を
か
っ
か

去
る
十
一
一
日
長
田
時
行
氏
と
竹
田
村
の
信
者
中
塚
栄
一
一
郎
氏
と
共

に
岡
山
よ
り
三
里
程
東
北
に
あ
た
る
篠
岡
村
に
行
て
集
り
を
開
き

し
に
始
め
に
似
合
ず
質
問
等
之
あ
る
を
見
れ
（
日
な
ら
ず
好
果
を

結
び
盛
ん
に
な
る
く
し
其
他
県
下
所
々
に
聖
教
を
渇
望
す
る
勢
あ

り
と
」
と
報
じ
て
い
る
。
「
竹
田
村
の
信
者
中
塚
栄
二
郎
氏
」
と

い
う
一
文
の
、
「
信
者
」
と
い
う
表
現
に
注
意
し
た
い
。
既
に
、

中
塚
は
、
洗
礼
こ
そ
一
党
け
て
は
い
な
い
も
の
の
、
周
囲
か
ら
、
キ

リ
ス
ト
教
徒
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
一
八
八
○
年
一
○
月
に
岡
山
基
督
教
会
が
創
立
さ
れ

た
後
の
「
岡
山
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
第
三
回
年
次
報
告
」
（
’
八
八
一

年
四
月
）
か
ら
、
「
竹
田
村
（
岡
山
の
北
お
よ
そ
一
・
五
マ
イ
ル
に

あ
る
稜
多
村
）
」
（
『
四
六
の
：
巨
貝
、
［
向
日
ぐ
一
一
」
僧
の
号
・
匡
二
』
へ
』

目
一
①
の
ロ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
・
命
○
百
忌
曰
囚
］
）
と
の
タ
イ
ト
ル
で
記
録
さ
れ
て
い

る
。
竹
田
村
に
関
す
る
部
分
を
見
て
い
こ
う
。

部落解放研究 Nql5620042 



6４ 

こ
の
村
で
の
活
動
は
、
活
動
の
対
象
と
な
る
人
々
の
階
層
の
ゆ

え
に
、
常
に
特
別
の
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
竹
田
村
の
五

人
が
、
岡
山
教
会
の
会
員
で
あ
る
。
年
間
を
通
じ
て
、
毎
週
一

回
夕
方
に
、
岡
山
の
信
徒
の
助
け
に
よ
っ
て
集
会
が
守
ら
れ
て

お
り
、
岐
近
の
平
均
出
席
者
は
お
よ
そ
二
○
人
で
あ
る
。
こ
れ

以
外
に
、
数
か
月
間
に
わ
た
っ
て
竹
田
村
の
信
徒
は
、
竹
田
村

の
た
め
に
祈
祷
会
を
自
分
た
ち
で
持
ち
、
最
近
で
は
日
曜
日
の

夕
拝
を
守
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
各
々
の
信
徒
は
三
、
四
人

の
友
を
選
び
、
そ
の
人
た
ち
の
救
い
の
た
め
に
特
に
祈
り
、
働

く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
金
森
氏
が
竹
田
村
で
三
夕
連
続
し
て

説
教
を
行
っ
て
以
来
、
短
期
間
の
こ
と
で
あ
る
。
金
森
氏
は
初
め
、

彼
の
話
を
最
後
ま
で
聞
く
た
め
に
ど
の
集
会
に
も
出
席
す
る
と

の
約
束
を
出
席
者
か
ら
取
り
付
け
て
い
た
。
最
後
の
夕
に
、
金

森
氏
は
人
々
に
、
何
事
も
起
こ
ら
ず
、
で
き
る
だ
け
静
か
に
過

ご
す
よ
う
に
求
め
た
。
そ
の
た
め
に
人
々
の
注
意
が
と
ら
れ
、

人
々
が
キ
リ
ス
ト
教
の
主
張
を
十
分
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
翌

日
の
夕
刻
、
竹
田
村
の
信
徒
の
一
人
が
教
会
の
祈
祷
会
に
や
っ

て
き
て
、
川
が
増
水
し
村
の
近
く
の
土
手
が
決
壊
し
そ
う
で
あ

二
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
竹
田
村
の
人
び
と

出
来
事
と
そ
れ
に
伴
う
興
奮
状
態
が
、
彼
が
人
々
に
語
っ
た
こ

と
か
ら
人
々
の
考
え
を
そ
ら
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
恐

れ
た
。
彼
は
そ
の
知
ら
せ
を
報
告
し
た
人
の
求
め
を
（
原
文
判

読
不
能
）
。
そ
れ
は
、
危
険
が
去
り
、
竹
田
村
で
の
神
の
業
が
損

失
を
被
ら
な
い
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
者
が
竹
田
村
の
た
め
に
祈
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
求
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
熱
心
な
祈
り
の
期

間
が
持
た
れ
、
信
徒
の
中
に
は
竹
田
村
に
対
す
る
神
の
祝
福
の
た

め
に
二
度
、
三
度
祈
る
者
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
、

過
去
に
お
い
て
こ
の
国
が
決
し
て
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
兄
弟
愛

の
原
理
を
導
き
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
階
級
的
偏
見
の
障
壁
を

（
６
）
 

取
り
壊
し
つ
つ
あ
る
興
味
深
い
例
証
で
あ
っ
た
。

報
告
の
中
で
、
金
森
が
、
竹
田
村
の
人
び
と
が
土
手
の
決
壊
を

防
ご
う
と
し
て
い
る
努
力
に
つ
い
て
「
失
望
」
し
た
と
さ
れ
て
い

る
。
災
害
か
ら
身
を
守
る
努
力
は
当
然
で
、
金
森
の
受
け
止
め
方

は
浮
世
離
れ
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
｜
方
で
、
現
代
で
も

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
の
中
で
、
静
ひ
つ
の
う
ち
に
神
に
つ
い
て
思

い
を
巡
ら
す
と
い
う
行
為
は
あ
る
の
で
、
同
様
の
事
を
金
森
が
要

求
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
「
竹
田
村
の
五
人
が
、
岡
山
教
会
の
会
員
で
あ
る
」
と

り
、
人
々
は
皆
忙
し
く
差
し
迫
る
大
災
害
を
防
ご
う
と
し
て
い

る
、
と
の
報
告
を
行
っ
た
。
危
険
は
ま
だ
去
っ
て
い
な
か
っ
た
。

金
森
氏
は
当
然
に
も
こ
の
考
え
方
に
い
く
ぶ
ん
失
望
し
、
こ
の



６５岡山の被差別部落とキリスト教
い
う
記
述
は
重
要
で
あ
る
。
岡
山
基
督
教
会
創
設
時
の
会
員
三
一
一
一

人
の
う
ち
、
設
立
式
に
合
わ
せ
て
洗
礼
を
受
け
た
者
が
二
七
人
、

（【ｌ）

他
教
〈
声
か
ら
の
転
入
者
が
一
ハ
人
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
回
年
次
報
告
の
後
、
第
四
回
か
ら
第
六
回
ま
で
の
年
次
報

告
で
の
記
述
は
短
い
も
の
な
の
で
、
続
け
て
記
そ
う
。

年
間
を
通
じ
て
こ
の
村
で
は
、
岡
山
教
会
の
会
員
に
よ
っ
て
、

毎
週
の
集
会
が
開
か
れ
た
が
、
進
歩
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
竹
田
村
の
新
し
い
階
層
の
人
々
と
接
触
し
よ
う
と
し
て
、

ミ
ス
・
タ
ル
カ
ッ
ト
は
女
性
の
た
め
の
集
会
を
始
め
よ
う
と
し

て
い
た
が
、
彼
女
が
神
戸
に
移
っ
た
た
め
、
計
画
は
挫
折
し
た
。

子
供
と
青
年
の
た
め
の
集
会
は
ま
だ
始
め
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ

る
が
、
活
動
に
新
た
な
有
益
な
影
響
を
与
え
る
と
期
待
さ
れ
て

こ
の
村
で
は
、
事
態
に
特
別
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
毎
週
の

集
会
は
守
ら
れ
て
い
る
が
、
教
会
員
以
外
の
出
席
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
竹
田
村
の
一
人
の
女
性
が
、
一
月
に
岡
山
教
会
に
結
ば

（
９
｝
 

れ
た
。

年
間
の
大
半
を
通
じ
て
、
こ
の
村
で
は
特
別
の
活
動
は
な
か

っ
た
、
岡
山
と
近
い
た
め
、
信
徒
は
岡
山
市
で
の
礼
拝
に
出
席

す
る
の
が
容
易
で
あ
る
。
｜
、
二
名
の
教
会
員
の
状
況
は
、
懸

念
を
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
報
告
書
の
対

象
と
な
る
年
度
の
末
に
、
説
教
礼
拝
の
た
め
の
準
備
が
な
さ
れ

いる

る瓦が
｡、

こ
の
後
、
一
九
○
二
年
に
、
河
本
乙
五
郎
と
い
う
岡
山
基
督
教

会
の
信
徒
に
よ
る
、
竹
田
村
で
の
活
動
が
見
ら
れ
る
。
河
本
は
、

一
九
二
八
年
、
内
務
大
臣
に
よ
る
融
和
事
業
功
労
者
と
し
て
、
ま

た
社
会
事
業
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
て
い
る
。
『
融
和
事
業

功
労
者
事
蹟
』
に
掲
載
さ
れ
た
河
本
の
項
の
な
か
に
、
竹
田
村
の

名
前
が
出
て
く
る
。
「
氏
は
部
落
解
放
の
為
め
愈
々
志
を
堅
く
し
、

本
問
題
の
解
決
に
は
特
に
、
宗
教
的
教
化
を
基
調
と
せ
ざ
る
べ
か

て
い
る
が
、
幾
人
か
の
新
規
来
聴
者
が
あ
る
も
の
と
期
待
さ
れ

（
⑪
）
 

て
い
る
。

第
六
回
年
次
報
告
の
後
、
’
八
八
五
年
以
降
の
岡
山
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
年
次
報
告
に
は
、
竹
田
村
に
つ
い
て
の
報
告
は
な
い
。
『
七

一
雑
報
』
に
お
い
て
も
、
一
八
七
九
年
四
月
二
五
日
の
四
巻
一
七

号
を
最
後
に
、
竹
田
村
へ
の
言
及
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
竹
田
村

に
対
す
る
ボ
ー
ド
、
ま
た
岡
山
基
督
教
会
に
よ
る
組
織
的
な
宣
教

活
動
は
、
一
八
八
四
年
に
終
わ
り
を
告
げ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
理
由
は
現
在
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
。

け
れ
ど
も
、
安
部
磯
雄
が
自
叙
伝
『
社
会
主
義
者
と
な
る
ま
で
』

に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
す
く
な
く
と
も
一
八
八
七
年
時
点
で
は
、

（
Ⅱ
｝
・

竹
田
村
出
身
者
も
、
岡
山
基
督
教
〈
蚕
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。

三
河
本
乙
五
郎
の
活
動

部落解放研究Nql5620042
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ら
ざ
る
事
を
痛
感
し
、
明
治
三
十
五
年
竹
田
村
内
部
落
有
志
の
懇

請
に
感
激
し
、
同
所
に
日
曜
学
校
を
創
設
し
、
次
で
託
児
所
を
設

け
、
同
部
落
有
志
の
懸
命
な
る
努
力
に
依
り
住
民
の
精
神
的
覚
醒

を
促
し
、
常
に
部
落
各
戸
を
訪
ね
て
親
し
く
児
童
及
び
そ
の
父
兄

に
接
し
、
各
家
庭
の
相
談
相
手
と
な
り
、
或
は
多
数
失
業
者
の
為

め
に
職
を
求
め
、
之
が
生
活
の
安
定
を
期
す
る
等
、
終
始
部
落
の

向
上
に
専
念
尽
力
し
た
。
其
後
氏
は
広
く
日
曜
学
校
運
動
に
尽
痒

す
る
所
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
常
に
済
生
と
融
和
事
業
に
は
少
な

く
辺
）

か
ら
ざ
る
努
力
を
費
し
た
」
。

ボ
ー
ド
、
岡
山
基
督
教
会
の
活
動
終
了
後
、
’
八
年
を
経
て
新

た
に
日
曜
学
校
を
形
成
し
た
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
『
岡
山
基
督
教
会
五
十
年
小
史
』
、
『
日
本
基
督
教
団

岡
山
教
会
小
史
』
、
『
岡
山
教
会
百
年
史
上
巻
』
に
は
、
記
述
が

な
い
。
し
か
し
、
『
恩
寵
の
経
験
』
に
よ
れ
ば
、
「
明
治
三
十
五
年

に
は
石
井
十
次
、
ペ
テ
ー
、
炭
谷
小
梅
諸
氏
の
援
助
の
も
と
に
竹

田
日
曜
学
校
を
開
き
、
河
本
先
生
自
ら
そ
の
主
任
者
と
し
て
、
岡

山
教
会
執
事
、
岡
山
教
会
日
曜
学
校
長
、
南
部
日
曜
学
校
長
の
外

に
、
毎
日
曜
一
里
の
竹
田
村
に
赴
き
て
児
童
の
宗
教
々
育
に
当
ら

（
Ｅ
）
 

れ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
活
動
が
、
い
つ
ま
で
存
続
し
、

ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
不
明
で
あ

る
。

竹
田
村
へ
は
、
ボ
ー
ド
の
宣
教
師
た
ち
が
岡
山
で
の
伝
道
に
あ

た
っ
て
頼
り
に
し
て
い
た
中
川
横
太
郎
が
案
内
し
た
こ
と
に
よ
っ

〈
Ⅵ
）

て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
一
旦
教
活
動
が
始
め
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、

な
ぜ
、
宣
教
師
た
ち
は
、
被
差
別
部
落
で
あ
る
竹
田
村
に
関
心
を

持
ち
、
活
動
を
継
続
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
岡
山
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

第
三
回
年
次
報
告
」
に
あ
る
、
Ｏ
・
ケ
リ
ー
の
「
そ
れ
は
、
キ
リ

ス
ト
教
が
、
過
去
に
お
い
て
こ
の
国
が
決
し
て
知
ら
な
か
っ
た
よ

う
な
兄
弟
愛
の
原
理
を
導
き
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
階
級
的
偏

見
の
障
壁
を
取
り
壊
し
つ
つ
あ
る
興
味
深
い
例
証
で
あ
っ
た
」
と

い
う
記
述
に
注
目
し
た
い
。

「
過
去
に
お
い
て
こ
の
国
が
決
し
て
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
兄

弟
愛
の
原
理
を
導
き
入
れ
る
こ
と
」
、
こ
の
こ
と
こ
そ
、
ボ
ー
ド

に
所
属
し
、
日
本
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
た
ち

が
、
共
通
し
て
持
っ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
理
解
と
い
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

岡
山
と
直
接
の
関
係
は
持
た
な
か
っ
た
が
、
ボ
ー
ド
の
最
初
の

来
日
宣
教
師
で
あ
っ
た
り
。
Ｃ
・
グ
リ
ー
ン
は
、
’
八
九
九
年
に
、

日
本
に
お
け
る
彼
の
宣
教
活
動
を
回
顧
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。
「
彼
（
引
用
者
注
－
，
．
Ｃ
・
グ
リ
ー
ン
）
の
一
一
一
一
口
明
し
た

お
わ
り
に



岡山の被差別部落とキリスト教6７ 
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
の
な
か
で
、
『
人

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
 

間
の
価
値
に
つ
い
て
の
新
し
い
概
念
」
（
傍
点
［
原
文
で
は
イ
タ
リ

ッ
ク
］
は
，
．
Ｃ
・
グ
リ
ー
ン
に
よ
る
）
が
主
た
る
収
穫
だ
っ
た
。

つ
ま
り
、
そ
の
概
念
と
は
『
全
て
の
男
性
、
女
性
、
子
供
は
、
天

に
い
ま
す
私
た
ち
の
父
、
唯
一
の
生
け
る
神
と
の
直
接
的
で
、
ま

た
、
個
人
的
な
関
係
の
な
か
に
い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
ど
ん
な
に
地
位
が
低
か
ろ
う
が
、
全
て
の
人
間
は

神
の
子
供
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
尊
厳
が
付
与
さ

れ
て
い
る
』
。
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較
的
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
な
ら
ば
、

｜
番
よ
く
、
こ
の
思
想
の
十
全
な
意
味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
人
の
価
値
と
尊
厳
を
新
し
く
生
み

出
し
た
そ
の
影
響
は
、
も
っ
と
広
大
な
範
囲
に
及
ん
だ
。
そ
し
て
、

最
近
の
国
家
的
進
歩
の
主
因
と
な
っ
た
。
こ
の
概
念
は
『
必
ず
し

も
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
み
に
よ
っ
て
言
明
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
概
念
は
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な

（
咀
）

も
の
な
の
で
あ
る
」
」
。

Ｏ
・
ケ
リ
ー
が
述
べ
る
「
兄
弟
愛
の
原
理
」
は
、
，
．
Ｃ
・
グ

リ
ー
ン
が
一
一
一
一
口
う
と
こ
ろ
の
、
神
の
前
で
は
、
全
て
の
人
は
神
の
子

供
で
あ
る
と
い
う
「
人
間
の
価
値
に
つ
い
て
の
新
し
い
概
念
」
に

裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
安
部
磯
雄
が
、

そ
の
自
叙
伝
に
記
し
て
い
る
よ
う
な
「
博
愛
主
義
で
あ
り
、
平
等

主
義
で
あ
り
、
平
民
主
義
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
が
、
岡
山
の
竹

注（
１
）
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
と
日
本
伝
道
に
つ
い
て
は
、
吉
田
亮
「
総

合
化
す
る
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
伝
道
事
業
ｌ
日
本
進
出
期
の

教
派
協
力
、
教
育
、
出
版
活
動
を
対
照
し
て
Ｉ
」
、
茂
義
樹
「
ア

メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
日
本
伝
道
と
教
会
の
形
成
」
（
い
ず
れ
も
、

同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
来
日
ア
メ
リ
カ
宣
教
師
ｌ
ア

メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
書
簡
の
研
究
一
八
六
九
～
’
八
九

○
Ｉ
』
現
代
史
料
出
版
、
一
九
九
九
年
所
収
）
を
参
照
。

（
２
）
隅
谷
三
喜
男
「
社
会
問
題
と
キ
リ
ス
ト
教
ｌ
隣
人
愛
の
社
会
的

性
格
Ｉ
」
（
隅
谷
三
喜
男
『
日
本
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教
』
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
五
四
年
所
収
）
六
七
～
六
八
頁
。
守
屋
茂
『
近

代
岡
山
県
社
会
事
業
史
』
岡
山
県
社
会
事
業
史
刊
行
会
、
’
九
六

○
年
、
六
一
八
頁
。
竹
中
正
夫
「
初
代
の
教
会
」
（
竹
中
正
夫
『
真

人
の
共
同
体
』
新
教
出
版
社
、
’
九
六
二
年
所
収
）
四
五
～
四
八

頁
。
工
藤
英
一
「
部
落
問
題
と
キ
リ
ス
ト
教
」
（
工
藤
英
一
『
社

会
運
動
と
キ
リ
ス
ト
教
Ｉ
天
皇
制
・
部
落
差
別
・
鉱
毒
と
の
闘
い

ｌ
改
訂
増
補
版
』
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
出
版
部
、
一
九
七
九
年
所

田
村
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
安
部
自
身
が
述
懐
し
て
い
る
よ
う

に
「
基
督
教
に
引
き
附
け
ら
れ
た
の
も
全
く
こ
の
精
神
の
た
め
で

あ
っ
た
」
と
い
う
状
態
と
同
様
に
、
被
差
別
部
落
の
人
び
と
を
引

（
応
）

き
付
け
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

部落解放研究 NcLl5620042 



6８ 

収
）
八
一
～
八
五
頁
。

隅
谷
氏
は
、
安
部
磯
雄
の
自
叙
伝
『
社
会
主
義
者
と
な
る
ま
で
』

か
ら
、
安
部
が
岡
山
基
督
教
会
の
牧
師
を
務
め
て
い
た
時
代
の
回

想
で
、
竹
田
村
と
の
関
係
を
記
し
た
部
分
を
指
摘
し
て
い
る
。
『
社

会
主
義
者
と
な
る
ま
で
』
は
、
’
九
三
二
年
の
改
造
社
版
と
、
一

九
四
七
年
の
明
善
社
版
の
二
種
類
が
あ
り
、
ペ
ー
ジ
に
異
同
が
あ

る
。
竹
中
氏
、
工
藤
氏
も
引
用
し
て
お
り
、
重
要
な
資
料
な
の
で
、

関
係
部
分
を
書
き
出
し
て
お
く
。

「
然
し
一
方
に
は
特
殊
部
落
の
中
か
ら
教
会
員
に
な
っ
た
人
が

あ
っ
た
。
岡
山
の
隣
接
地
に
竹
田
村
と
い
ふ
特
殊
部
落
が
あ
っ
た
。

な
か
づ
か

其
処
か
ら
中
塚
と
い
ふ
一
家
族
が
率
先
し
て
岡
山
教
〈
玄
員
と
な
っ

た
。
其
家
に
は
多
少
の
資
産
が
あ
っ
た
の
み
で
な
く
、
主
人
に
は

相
当
の
教
養
が
あ
っ
た
。
毎
日
曜
の
午
前
に
は
教
会
堂
で
日
曜
学

校
が
開
か
れ
、
幾
組
に
も
分
れ
て
バ
イ
ブ
ル
の
講
義
を
聴
く
こ
と

に
な
っ
て
居
た
。
教
師
は
教
会
員
中
の
元
老
が
務
め
る
の
で
あ
っ

て
、
中
塚
も
其
一
人
で
あ
っ
た
。
其
当
時
中
塚
は
四
十
五
六
歳
位

で
あ
っ
た
と
恩
ふ
が
彼
の
講
義
を
聴
く
者
は
多
く
六
十
歳
以
上
の

老
人
で
あ
っ
た
。
其
中
に
は
旧
藩
時
代
の
士
族
階
級
に
属
す
る
者

が
一
二
名
あ
っ
た
。
私
は
赴
任
後
此
光
景
を
見
て
感
激
に
堪
へ
な

か
っ
た
。
基
督
教
の
精
神
が
博
愛
主
義
で
あ
り
、
平
等
主
義
で
あ

り
、
平
民
主
義
で
あ
る
こ
と
は
同
志
社
時
代
に
於
て
充
分
に
会
得

し
て
居
た
。
私
が
基
督
教
に
引
き
附
け
ら
れ
た
の
も
全
く
こ
の
精

神
の
た
め
で
あ
っ
た
と
言
ひ
得
る
。
然
る
に
明
治
二
十
年
の
頃
昔

の
武
士
が
特
殊
部
落
の
人
か
ら
バ
イ
ブ
ル
の
講
義
を
聴
い
て
居
る

の
を
見
た
時
私
は
こ
れ
が
即
ち
基
督
教
の
力
だ
な
と
感
ぜ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
」
（
改
造
社
版
一
四
四
頁
、
光
善
社
版
一
四
○
頁
。

両
者
の
文
章
は
、
句
読
点
に
至
る
ま
で
異
同
は
な
い
。
「
中
塚
」

の
み
、
ル
ビ
を
ふ
っ
た
）
。

な
お
、
安
部
は
一
八
八
七
年
以
降
、
九
一
年
か
ら
九
五
年
に
帰

国
す
る
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
留
学
を
挟
ん
で
、
九
七
年
ま
で
、
岡
山

基
督
教
会
の
牧
師
を
務
め
た
。

守
屋
氏
は
、
三
好
伊
平
次
調
査
手
録
『
岡
山
県
同
和
事
業
年
表
』

を
根
拠
と
し
て
い
る
。

竹
中
氏
は
、
初
め
て
『
七
一
雑
報
』
に
見
ら
れ
る
竹
田
村
伝
道

の
記
事
を
使
用
。
隅
谷
氏
と
同
様
、
安
部
磯
雄
の
自
叙
伝
の
同
一

部
分
を
引
用
し
て
い
る
。
ボ
ー
ド
の
年
次
報
告
書
で
あ
る
の
①
８
目

シ
ロ
ロ
呂
一
幻
８
。
【
［
。
［
○
百
百
日
、
の
日
［
一
○
口
す
『
。
［
一
の
○
四
ｑ
・
宣
昌

」
田
Ｐ
も
使
用
し
て
、
同
文
書
に
基
づ
き
、
竹
田
村
に
は
「
明
治

十
二
年
に
は
熱
心
な
者
が
十
二
、
三
人
存
在
し
、
な
か
に
は
定
期

的
に
岡
山
の
集
会
に
出
席
す
る
者
も
あ
っ
た
」
急
真
人
の
共
同
体
」

四
六
頁
）
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

工
藤
氏
の
論
文
は
、
『
七
一
雑
報
』
、
安
部
磯
雄
の
自
叙
伝
を
用

い
、
竹
中
氏
の
論
文
と
ほ
ぼ
同
様
の
構
成
で
あ
る
。

（
３
）
こ
れ
ら
の
年
次
報
告
は
手
書
き
の
英
語
文
書
で
あ
り
、
ボ
ー
ド
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の
日
本
伝
道
関
係
の
文
書
と
と
も
に
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
化
さ

．
・
れ
、
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
文
書
』
と
し
て
同
志
社
大

学
人
文
科
学
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
作
成
に
あ
た

っ
て
、
同
研
究
所
の
も
の
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
４
）
『
七
一
雑
報
』
に
つ
い
て
、
土
肥
昭
夫
氏
の
説
明
を
引
い
て
お
く
。

「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
０
．
Ｈ
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク

（
○
月
四
日
の
一
四
・
○
巨
○
六
》
］
田
。
‐
巴
呂
）
の
指
導
と
援
助
の
下
に
、
（
中

略
）
週
刊
新
聞
『
七
一
雑
報
』
（
一
八
七
五
・
一
二
・
二
七
’
’

八
八
一
一
一
・
七
・
三
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
教
派
に
関
係
な
く

キ
リ
ス
ト
教
界
の
情
報
、
キ
リ
ス
ト
教
の
平
易
な
解
説
を
の
せ
る

の
み
で
は
な
く
、
文
明
開
化
に
ふ
さ
わ
し
く
、
家
庭
、
衛
生
、
建

築
、
そ
の
他
日
常
生
活
に
関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
と
り
あ

げ
、
そ
の
改
善
を
唱
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
一
般
民
衆

が
読
め
る
よ
う
に
平
易
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
独

創
的
な
刊
行
物
で
あ
っ
た
」
（
土
肥
昭
夫
『
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
・
キ
リ
ス
ト
教
史
』
新
教
出
版
社
、
’
九
八
○
年
、
七
六
頁
）
。

（
５
）
こ
の
部
分
は
、
竹
中
正
夫
「
岡
山
県
に
お
け
る
初
期
の
教
会
形
成
」

〈
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
二
研
究
〔
キ
リ
ス
ト
教
社
会

問
題
研
究
会
〕
編
『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
第
三
号
』
同

志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
二
研
究
〔
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題

研
究
会
〕
、
一
九
五
九
年
所
収
）
に
基
づ
い
て
い
る
。

な
お
、
○
〔
一
の
○
四
ｑ
・
少
四
一
の
Ｓ
ご
Ｃ
［
○
耳
］
⑫
膏
三
目
一
口
］
呂
目
》

、
の
。
。
ご
」
の
＆
〔
一
○
Ｐ
○
ケ
ｍ
こ
の
の
回
・
弓
巨
〔
［
｜
の
．
」
①
「
つ
（
浄
円
⑫
［
の
ｅ
［
一
○
口

＄
＆
）
に
、
一
八
七
五
年
の
Ｗ
・
テ
イ
ラ
ー
の
岡
山
市
訪
問

（
ぐ
。
一
目
〕
の
亘
ら
ｇ
」
」
①
１
局
。
）
、
一
八
七
九
年
に
Ｊ
・
Ｃ
・
ベ
リ

ー
、
Ｊ
・
Ｈ
・
ペ
テ
ィ
、
Ｏ
・
ケ
リ
ー
、
Ｊ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
岡

山
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
（
旨
」
・
も
」
怠
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
「
岡
山
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
第
三
回
年
次
報
告
Ｏ
・
ケ
リ
ー
一
八

八
一
年
四
月
一
日
」
（
弓
亘
己
尹
目
目
一
幻
の
ロ
日
（
・
崗
○
丙
自
目
］
四

ｍ
白
［
一
○
Ｐ
○
○
日
『
》
］
函
四
・
一
・
］
七
℃
・
］
②
‐
」
、
）
〔
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー

ド
宣
教
師
文
書
』
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
幻
・
一
息
〕
。

（
７
）
小
野
田
元
編
『
岡
山
基
督
教
会
五
十
年
小
史
』
岡
山
基
督
教
会
、

’
九
三
○
年
、
一
一
頁
。
岡
山
教
会
史
編
集
委
員
編
『
日
本
基
督
教

団
岡
山
教
会
小
史
』
日
本
基
督
教
団
岡
山
教
会
、
’
九
五
五
年
、

四
～
五
頁
。
日
本
基
督
教
団
岡
山
教
会
編
『
岡
山
教
会
百
年
史

上
巻
」
日
本
基
督
教
団
岡
山
教
会
、
’
九
八
五
年
、
三
七
頁
。

『
七
一
雑
報
」
五
巻
四
三
号
（
’
八
八
○
年
一
○
月
二
二
日
）
に

掲
載
さ
れ
た
「
備
前
岡
山
に
教
会
設
立
せ
し
事
」
で
は
、
「
新
島

バ
プ
テ
ス
マ

氏
ハ
男
十
五
人
女
十
一
一
人
合
せ
て
一
一
十
七
人
に
洗
礼
を
施
し
（
但

し
此
他
に
他
会
よ
り
入
会
せ
し
者
五
人
あ
り
合
せ
て
三
十
二
人
の

教
会
な
り
）
」
と
、
男
女
二
七
人
が
洗
礼
を
受
け
た
と
な
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
機
関
誌
で
あ
っ
た
月
刊
誌
Ｂ
ｐ
の
三
田
‐

⑫
一
。
百
日
『
出
の
国
巨
の
く
○
一
・
】
○
【
二
円
１
句
の
ロ
Ｈ
巨
閂
ご
・
］
の
⑭
」
・
‐
ｚ
○
・
口
の

伊
向
日
日
向
”
の
可
用
○
三
日
四
国
三
田
の
Ｈ
ｏ
ｚ
の
に
掲
載
さ
れ
た
、
ペ

部落解放研究Nb1l5620042
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テ
ィ
に
よ
る
○
四
□
幻
。
■
○
ｍ
の
シ
ー
ン
目
ロ
ロ
シ
弓
○
【
シ
『
シ
三
シ

で
は
、
牧
師
と
し
て
の
金
森
の
ほ
か
、
三
二
人
の
会
員
（
［
三
『
Ｑ
‐

〔
三
○
日
の
目
ワ
の
【
の
）
と
．
な
っ
て
い
る
（
□
・
患
）
。

な
お
、
村
田
富
編
『
大
西
絹
子
先
生
余
芳
』
（
村
田
富
、
’
九

三
四
年
〔
復
刻
一
九
九
二
年
、
大
空
社
〕
）
に
収
め
ら
れ
た
河
本

乙
五
郎
に
よ
る
「
大
西
絹
子
刀
自
の
功
績
」
の
中
で
は
、
「
明
治

十
三
年
十
月
岡
山
基
督
教
会
創
立
に
当
り
、
全
国
基
督
教
会
に
於

て
恐
ら
く
前
後
稀
有
の
一
大
事
実
が
現
は
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち

教
会
創
立
者
の
中
四
名
の
内
部
同
胞
あ
り
、
然
も
全
く
自
由
平
等

の
待
遇
に
よ
り
同
胞
二
十
八
名
に
伍
し
、
堅
き
握
手
の
下
に
共

同
団
結
し
た
の
で
あ
っ
た
」
（
三
九
頁
）
と
、
「
四
名
の
内
部
同
胞
」

と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
小
野
田
哲
彌
『
炭
谷
小
梅
姉
追
懐
録
』

（
林
源
十
郎
、
一
九
四
一
年
）
に
収
め
ら
れ
た
河
本
乙
五
郎
の
回

顧
に
よ
れ
ば
、
中
川
横
太
郎
と
金
森
通
倫
が
「
当
時
最
も
悲
境
に

在
り
し
或
る
同
胞
」
、
「
或
貧
し
き
人
」
、
つ
ま
り
被
差
別
部
落
の

（
マ
マ
）

人
び
と
に
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
道
し
、
「
明
治
十
一
一
年
十
月
十
一
一
一
日

岡
山
教
会
の
創
立
第
一
歩
に
当
り
、
此
青
年
が
涕
と
共
に
基
督
教

の
愛
を
語
っ
た
事
と
、
同
時
に
彼
の
同
胞
五
人
も
洗
礼
を
領
し
た
」

（
八
七
頁
）
と
、
「
五
名
」
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

岡
山
基
督
教
会
で
一
九
○
七
年
に
洗
礼
を
受
け
た
と
い
う
佐
々

木
親
に
よ
る
『
恩
寵
の
経
験
雲
佐
々
木
親
、
一
九
五
五
年
）
に
は
、

「
市
外
竹
田
村
部
落
同
胞
に
対
し
て
（
中
略
）
宣
教
師
テ
ー
ラ
ー

博
士
、
伝
道
師
金
森
通
倫
氏
の
如
き
は
屡
々
同
村
に
至
っ
て
伝
道

教
化
の
任
に
当
り
、
其
の
結
果
明
治
十
三
年
十
月
岡
山
教
会
創
立

に
当
っ
て
、
創
立
者
三
十
七
名
中
五
名
の
部
落
同
胞
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
」
と
あ
る
。
「
創
立
者
三
十
七
名
」
は
明
ら
か
に
誤
り
で

あ
る
が
、
「
創
立
者
」
と
は
岡
山
基
督
教
会
の
設
立
に
合
わ
せ
て

洗
礼
を
受
け
た
人
、
「
三
」
を
「
二
」
の
誤
植
ま
た
は
誤
記
と
考

え
れ
ば
、
二
七
人
の
受
洗
者
の
う
ち
、
五
人
が
竹
田
村
出
身
者
と

見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
Ｏ
・
ケ
リ

１
の
年
次
報
告
と
一
致
す
る
。
二
七
人
の
受
洗
入
会
者
の
氏
名
を
、

『
岡
山
基
督
教
会
五
十
年
小
史
』
（
二
頁
）
、
『
日
本
基
督
教
団
岡
山

教
会
小
史
』
（
五
頁
）
、
『
岡
山
教
会
百
年
史
上
巻
』
（
三
七
頁
）

に
基
づ
い
て
記
し
て
お
く
。
『
岡
山
基
督
教
会
五
十
年
小
史
』
、
『
日

本
基
督
教
団
岡
山
教
会
小
史
』
で
は
、
「
九
毛
真
応
、
宮
路
克
己
、

吉
岡
正
矩
、
山
田
市
太
郎
、
佐
々
木
盛
永
、
中
塚
栄
次
、
山
崎
長

衛
、
有
松
才
次
郎
、
武
田
五
郎
作
、
葛
原
安
次
郎
、
森
環
、
大
賀

寿
吉
、
｜
｜
宮
邦
一
一
郎
、
三
宅
京
三
郎
、
中
川
堅
市
、
佐
々
木
や
ゑ
、

中
塚
と
わ
、
中
川
ゆ
き
、
大
西
ひ
で
、
大
西
き
い
、
岸
本
も
と
、

木
全
か
よ
、
加
藤
み
ね
、
加
藤
は
る
、
草
加
う
め
、
三
宅
つ
る
、

多
賀
た
き
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
岡
山
教
会
百
年
史
上
巻
』
で
は
、

こ
の
う
ち
、
「
宮
路
克
己
」
が
「
宮
路
克
」
に
、
「
大
西
き
い
」
が

「
大
西
絹
」
と
変
わ
っ
て
い
る
。

（
８
）
「
岡
山
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
第
四
回
年
次
報
告
Ｏ
・
ケ
リ
ー
’
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八
八
一
一
年
四
月
一
日
」
（
『
・
貝
Ｓ
シ
昌
巨
一
”
ｇ
ｏ
罵
○
｛
○
百
百
‐

．
日
四
ｍ
日
【
一
○
口
○
・
○
四
『
『
』
②
忠
・
←
」
七
℃
・
由
‐
①
）
〔
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ

ー
ド
宣
教
師
文
書
』
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
幻
○
一
コ
〕
。

（
９
）
「
岡
山
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
第
五
回
年
次
報
告
Ｏ
・
ケ
リ
ー
一
八

八
三
年
四
月
一
日
」
（
司
一
〔
［
ゴ
ン
目
目
一
幻
の
ｂ
Ｃ
Ｒ
［
・
［
○
百
忌
日
囚

の
臼
巨
８
．
○
・
○
ｍ
ｇ
』
函
田
・
←
・
］
七
・
ｍ
）
〔
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣

教
師
文
書
』
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
幻
○
一
『
〕
。

（
、
）
「
岡
山
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
第
六
回
年
次
報
告
Ｏ
・
ケ
リ
ー
一
八

八
四
年
四
月
一
日
」
（
の
胃
ゴ
ン
目
目
一
宛
ｇ
ｏ
【
［
・
〔
○
百
百
日
四

ｍ
日
ロ
・
Ｐ
○
○
四
具
」
②
望
．
←
」
も
．
←
）
〔
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣

教
師
文
書
』
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
幻
○
一
『
〕
。

（
ｕ
）
注
（
２
）
の
『
社
会
主
義
者
と
な
る
ま
で
』
の
引
用
個
所
を
参
照
。

（
⑫
）
中
央
融
和
事
業
協
会
編
『
融
和
事
業
功
労
者
事
蹟
』
中
央
融
和

事
業
協
会
、
’
九
三
一
一
年
、
三
○
六
頁
。
内
務
省
社
会
局
編
『
社

会
事
業
功
労
者
事
蹟
』
（
内
務
省
社
会
局
、
一
九
二
九
年
）
で
は
、

「
明
治
三
十
五
年
に
は
、
竹
田
村
に
日
曜
学
校
を
創
立
し
て
、
親

し
く
少
数
同
胞
児
童
及
び
そ
の
父
兄
に
接
し
て
、
指
導
教
化
に
従

事
し
た
。
そ
の
努
力
に
よ
っ
て
、
改
善
発
達
の
実
績
実
に
著
し
い

も
の
が
あ
っ
た
」
（
四
九
六
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
河
本
に
つ
い

て
は
、
『
融
和
事
業
功
労
者
事
蹟
檗
『
社
会
事
業
功
労
者
事
蹟
』

の
ほ
か
、
警
醒
社
編
『
信
仰
三
十
年
基
督
者
列
伝
罠
警
醒
社
書
店
、

一
九
二
一
年
）
九
二
頁
、
大
久
保
利
武
『
日
本
に
於
け
る
ペ
リ
ー

翁
』
（
東
京
保
護
会
、
’
九
二
九
年
）
一
五
六
～
一
六
○
頁
、
岡

山
県
・
岡
山
県
社
会
事
業
協
会
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』

（
’
九
三
六
年
）
三
○
五
～
三
○
六
頁
を
参
照
。

（
Ｂ
）
佐
々
木
親
「
恩
寵
の
経
験
』
佐
々
木
親
、
一
九
五
五
年
、
一
○

～
二
頁
。
文
中
の
石
井
十
次
は
、
岡
山
孤
児
院
の
創
設
者
で
あ

る
。
炭
谷
小
梅
に
つ
い
て
は
、
『
信
仰
三
十
年
基
督
者
列
伝
』
の

二
一
一
一
五
～
二
三
六
頁
、
ま
た
『
炭
谷
小
梅
姉
追
懐
録
』
を
参
照
。

（
ｕ
）
『
山
陽
新
報
』
七
五
二
四
号
（
一
九
○
四
年
三
月
一
五
日
）
に

掲
載
さ
れ
た
杉
山
亀
五
郎
「
新
平
民
（
承
前
）
（
上
道
郡
宇
野
村

大
字
竹
田
を
紹
介
す
こ
に
、
「
全
（
引
用
者
注
・
明
治
）
五
年
に

至
り
余
が
叔
父
中
川
横
太
郎
柳
か
見
る
所
あ
り
先
づ
教
育
の
普
及

を
計
ら
ん
と
て
新
平
民
の
子
弟
七
十
餘
人
を
高
木
塾
に
入
ら
し

む
」
、
「
其
後
伯
父
は
亦
宗
教
を
紹
介
し
て
彼
等
が
逆
境
の
苦
痛
を

（
マ
マ
）

慰
籍
せ
ん
と
し
て
基
督
教
を
識
じ
米
人
ア
ッ
キ
ス
ソ
ン
セ
、
ベ
レ

ー
、
ケ
レ
ー
、
ト
ウ
カ
ッ
の
諸
氏
を
招
待
し
其
他
金
森
通
倫
、
長

崎
牧
師
の
如
き
毎
一
週
間
毎
に
講
演
を
せ
ら
れ
た
り
然
れ
ど
も
真

の
信
徒
は
僅
か
に
五
六
名
な
り
き
」
と
あ
る
。
中
川
に
つ
い
て
は
、

杉
謙
二
編
「
岡
山
県
名
鑑
』
岡
山
県
名
鑑
編
纂
所
、
一
九
二
年
、

二
二
～
二
三
頁
を
参
照
。

（
旧
）
向
く
貝
［
⑫
□
・
貝
の
一
一
○
『
の
①
ロ
の
．
シ
ｚ
の
ミ
ー
ロ
ロ
巴
自
Ｑ
の
【
臼
］
四
℃
目
□
目
‐

一
の
一
○
Ｓ
ｍ
耳
の
【
の
①
ロ
の
函
。
Ｅ
、
耳
○
口
三
一
聖
旨
口
○
の
［
○
口
』
①
目
ｐ
Ｂ
ｏ

隅
谷
三
喜
男
「
群
馬
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
的
展
開
」
（
隅
谷
三

部落解放研究Ｎ01562004.2
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訳
文
は
異
な
る
。
，
．
Ｃ
・
グ
リ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
シ
ヱ
の
三
ｌ

ｐ
ｐ
ｍ
ｌ
四
目
の
【
旨
］
四
目
ロ
□
昌
一
の
｝
９
．
の
ご
Ｑ
の
①
ロ
の
、
ま
た
茂
義
樹

『
明
治
初
期
神
戸
伝
道
と
，
．
Ｃ
・
グ
リ
ー
ン
』
（
新
教
出
版
社
、

’
九
八
六
年
）
を
参
照
。

（
略
）
注
意
深
い
検
討
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
河
本
乙
五
郎
に
よ
る
竹

田
村
出
身
の
有
松
才
二
郎
の
談
話
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
明
治
初
年
五
箇
條
の
御
誓
文
と
、
其
後
太
政
官
発
布
に
よ
り
四

民
平
等
の
御
布
達
が
出
た
時
は
、
数
百
年
来
の
永
き
に
亘
り
痛
ま

（
マ
マ
）

し
き
厭
迫
差
別
の
酷
遇
を
蒙
り
つ
国
あ
っ
た
同
族
は
暗
夜
の
明
け

放
れ
て
旭
の
光
を
仰
ぎ
見
る
朗
か
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
が
然

し
な
が
ら
事
実
は
此
に
反
し
少
し
も
融
和
の
事
実
が
拳
ら
な
略

か
う
で
は
な
か
っ
た
と
失
望
落
胆
し
た
時
に
、
始
め
て
金
森
先
生
、

中
川
横
太
郎
氏
等
に
御
目
に
か
熟
り
木
全
夫
人
、
大
西
さ
ん
等
の

御
宅
へ
も
度
々
招
か
れ
、
又
私
共
の
宅
へ
も
毎
週
一
日
来
て
下
さ

っ
て
親
類
同
様
の
御
交
際
を
戴
き
、
夢
を
見
る
様
に
嬉
し
く
も
思

ひ
、
此
世
な
が
ら
の
天
国
は
こ
ん
な
も
の
だ
ら
う
と
朕
を
こ
ぼ
し

て
感
謝
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
基
督
教
を
研
究
し
、
な
る
ほ
ど

あ
の
方
々
の
差
別
撤
廃
に
忠
実
で
あ
る
事
は
、
基
督
様
の
御
精
神

で
あ
る
と
悟
り
、
此
教
の
力
あ
る
実
行
の
教
へ
で
あ
る
事
を
知
り

ま
し
た
」
（
河
本
乙
五
郎
「
大
西
絹
子
刀
自
の
功
績
」
ロ
大
西
絹

喜
男
『
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
論
』
新
教
出
版
社
、
’
九
八
三

年
所
収
）
九
○
～
九
一
頁
に
、
同
じ
個
所
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、

付
記
史
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
差
別
語
、
差
別
的
内
容
を
も
つ

も
の
が
あ
る
が
、
歴
史
的
史
料
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。

ま
た
、
で
き
う
る
限
り
、
漢
字
は
旧
字
体
を
新
字
体
に
、
変
体
仮

名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。
明
ら
か
な
誤
字
に
は
二
三
を
付
し

た
。本
文
に
お
け
る
ボ
ー
ド
宣
教
師
の
人
名
表
記
は
、
基
本
的
に
同

志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
来
日
ア
メ
リ
カ
宣
教
師
ｌ
ア
メ

リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
書
簡
の
研
究
一
八
六
九
～
一
八
九
○

ｌ
』
（
現
代
史
料
出
版
、
一
九
九
九
年
）
に
従
っ
た
。
こ
の
た
め
、

引
用
し
た
史
資
料
と
は
表
記
に
相
違
が
あ
る
。

『
日
本
基
督
教
団
岡
山
教
会
小
史
』
は
同
志
社
大
学
人
文
科
学

研
究
所
所
蔵
の
も
の
を
、
目
夛
の
言
一
ｍ
ｍ
一
○
目
ご
西
の
且
』
は
神
戸
女

学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
の
も
の
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
『
山

陽
新
報
』
、
『
岡
山
基
督
教
会
五
十
年
小
史
『
『
炭
谷
小
梅
姉
追
懐

録
』
は
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
も
の
を
、
『
恩
寵
の

経
験
』
は
教
文
館
出
版
部
所
蔵
の
も
の
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。ま
た
、
竹
田
村
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
明
楽
誠
氏
に
ご
教
示

を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
ご
厚
意
に
感
謝
す
る
。

子
先
生
余
芳
」
、
四
○
’
四
一
頁
二
。




